
おかげさま農場から産地の声をお届けする

「おかげさま通信」

★経験を糧に1歩1歩、着実に

【産地情報】
◎ｽﾃｨｯｸﾌﾞﾛｯｺﾘｰは22日(土)から出荷開始、大根も22日(土)から再開しています。ｷｭｳﾘは天候次第で収量が
最も上下する作物であることを予めご了解下さい。ｶﾌﾞ、ｷｬﾍﾞﾂは安定して大量注文可能です。

ﾅｽ､ｹｰﾙ､ｽﾃｨｯｸﾌﾞﾛｯｺﾘｰなど毎日の手入れや収穫が必
要な夏野菜を主力として頑張っています。
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夏野菜の季節がやって参りました。今年の
夏野菜のトップバッターを切ったズッキー
ニは、今年でおかげさま農場のメンバーに
なって3年目を迎える菅野くんの作です。
1年目は1作だけでしたが、昨年は長く出
荷出来るよう2回に分けて種を蒔きました。
ところが寒さにやられてしまって全体の
1/10の出荷しか出来なかったという苦い
経験がありました。ただ、その経験をバネ
に今年は寒い時季にはトンネルを1枚では
無く2重にかけて防寒したことで、「もの
凄く調子が良いです」と笑顔で言えるほど、
良い作柄となりました。さらに今年は継続
して長く出荷が出来るよう3回に分けて種
を蒔いたので、きちんと出荷が出来れば1
年目の3倍以上の出荷が見込めます。

そんな菅野君ですが、3年目を迎えて「自
分のやれることとやれないことがわかって
きました」と言います。例えば、ズッキー
ニの防寒対策だけでなく、去年は空心菜、
長ネギが草に負けてしまった事を踏まえ、
今年は予め苗をきちんと作り、草の管理も
行える段取りを整えています。ナスや坊
ちゃんカボチャも沢山植え付け、今年は過
去に無いほどの出荷量を計画しています。

菅野君は新人とは言え、「きつい仕事」で
有名な高原レタスで2年間働き、更に成田
で農業研修を2年行ってからの就農でした
ので腰が据わっています。1歳半の双子
ちゃんの父としても頑張っていますので、
夏野菜の新エースとして活躍出来るよう、
是非、応援して下さいね。

小さめで穫った方が株が疲れないのですが「大きい
方がｼﾞｭｰｼｰで甘みもある」と知り、今年はあえて大
きめに育てたものを出荷しています。

菅野くんのズッキーニ

3作目の苗も順調に育って来ました。今年は長期に
渡って継続して出荷を出来るよう計画しています。

おかげさま農場は「食は命」をテーマにしています。化学合成農薬や化学肥料を使わないこと
を基本としています。


